
日本史Ｂ
～授業プリント№５～

【倭国大乱をどのようにして収めたのか】



～邪馬台国連合～

「魏志」

魏・呉・蜀が争う
三国時代

日本では・・・

小国同士の争いが続く

倭国大乱



１）「魏志」倭人伝

・・・『三国志』のうちのひとつ

〔内容〕

当時の人びとの様子

魏に朝貢していた２）邪馬台国について

～邪馬台国連合～

「魏志」



倭人は〔 〕の東南大海の中に在り、山島に依りて

〔 〕を為す。

訳）倭人は帯方郡の東南の大海に在って、山がちな島に

国々を作っている。

～小国の分立～

「魏志」

帯方

国邑



旧百余国、漢の時〔 〕する者あり。

今〔 〕通ずる所〔 〕。

訳）もとは百余りの国があって、漢の時代に皇帝に

拝謁する者がいた。今は皇帝の命が使者により

伝わるところが三十国である。

～小国の分立～

「魏志」

朝見

三十国使訳



其の国、本亦〔 〕を以て王と為す。住まること

七、八十年。倭国乱れ、相攻伐して年を経たり。乃ち共に

一〔 〕を立てて王と為す。

訳）その国（邪馬台国）、もとは男子を王としてとどまる

こと七、八十年。倭国が乱れ、何年も互いに攻撃しあ

うことが続いたので、共同で一人の女子を王に立てた。

～小国の分立～

「魏志」

男子

女子



名を〔 〕と曰ふ。〔 〕を事とし、

能く衆を惑はす。年すでに〔 〕なるも、

〔 〕なし。〔 〕あり、佐けて国を治む。

訳）名は卑弥呼という。呪術にたくみで、うまく人びとを

従わせている。すでに年はとっているが、夫はなく、

弟がいて補佐して国を治めている。

～小国の分立～

「魏志」

卑弥呼

長大

鬼道

夫婿 男弟



景初二年六月、倭の女王、大夫〔 〕等を

遣し郡に詣り、〔 〕に詣りて朝見せんことを

求む。

訳）景初三年六月、倭の女王が、大夫難升米等をつかわして

都に詣で、天子に謁見して朝貢を求めた。

～小国の分立～

「魏志」

難升米

天子



卑弥呼以て死す。大いに〔 〕を作る。径百余歩、

殉葬する者、〔 〕。更に男王立てしも、

国中服せず、更々相誅殺し、当時〔 〕を殺す。

訳）卑弥呼が死んだ。大きな墓を作った。直径が百余歩で、

殉死した奴隷は百余人にもなった。その後男の王を立て

たが、国中が服さなかった。互いに誅殺しあい、千余人

が殺された。

～小国の分立～

「魏志」

千余人

冢

奴婢百余人



復た卑弥呼の宗女〔 〕の年十三なるを立てて

王と為す。国中遂に定まる。

訳）卑弥呼の宗女の壱与という、年が十三の者を立てて

王とすると、国中がついに治まった。

～小国の分立～

「魏志」

壱与



まとめ。３世紀頃の日本では・・・

①邪馬台国が３０余りの国の連合体をつくる

②３）卑弥呼を王として共立する

～邪馬台国連合～

「魏志」



卑弥呼のプロフィールを作ってみよう！

～邪馬台国連合～

◎卑弥呼はどのような人物か

どんな人？何をしてる？
年齢は？家族は？墓は？

資料から読み取ろう！



～邪馬台国連合～

◎卑弥呼はどのような人物か

あなたはどういう人なの？

邪馬台国の女王です。



～邪馬台国連合～

◎卑弥呼はどのような人物か

何をしている人なの？

呪術師をしているの。



～邪馬台国連合～

◎卑弥呼はどのような人物か

何歳？

女性に年齢聞くなんて失礼ね。

高齢とだけ言っておくわ。



～邪馬台国連合～

◎卑弥呼はどのような人物か

家族は？

夫はいないわ。弟がいるの。



～邪馬台国連合～

◎卑弥呼はどのような人物か

どんなお墓が建てられたの？

墳丘墓よ。ｗｗ



２３９年（景初３年）

大夫、難升米（なしめ）を４）魏の洛陽に遣使

・５）「親魏倭王」の称号

・金印

・銅鏡１００枚

～邪馬台国連合～

【邪馬台国の歴史】



２４７年ごろ

卑弥呼が死去、男王がたつも国内まとまらず

１３歳の６）壱与が女王に

～邪馬台国連合～

【邪馬台国の歴史】

国が治まる



朝鮮半島北部

・・・楽浪郡などが置かれる

３１３年 ７）高句麗が楽浪郡を滅ぼす

⇒朝鮮半島北部を領有

～邪馬台国連合～

【朝鮮半島情勢】



朝鮮半島南部

・・・各地域で小国が分立

８）馬韓（半島南西部）

⇒９）百済が国家を形成

10）辰韓（半島南東部）

⇒11）新羅が国家を形成

～邪馬台国連合～

【朝鮮半島情勢】



朝鮮半島南部

・・・各地域で小国が分立

12）弁韓（半島南部）

⇒13）伽耶（加羅）諸国とよばれる

・・・任那（みなま）とも

～邪馬台国連合～

【朝鮮半島情勢】



【課題】

・授業プリント№５

「復習問題」を完成させる

⇒テストのときに提出


